
  
 研 究 結 果 報 告 書            E 

 
 
 研究結果   

日本語とアタヤル語との接触によって生まれた新しい言語の記述調査  

台湾東部の宜蘭県の山中に日本語とアタヤル語とが接触したことによって生まれた

新しい言語が存在する。これは日本の植民地統治の影響を受けたものであるが、戦後

生まれの世代にも継続的な使用が確認されている。筆者らは、この言語を「宜蘭クレ

オール」と命名して、現地での調査研究を続けている。  
この宜蘭クレオールは、台湾東部の宜蘭県大同郷と南澳郷の 4 つの村を中心に使わ

れている。その使用者数は推定約 3,000 人であるが、中国語などの影響を受け、若い

世代への伝承が難しくなり、宜蘭クレオールは消滅しつつある。日本語をベースとす

るクレオール語であることもあり、その記述と記録は緊急を要するものである。  
本研究では、この言語の文法に焦点を当て、可能、受身および使役の用法について

調査･分析した。明らかになったことを要約すると、次のようになる。  
まず、可能表現については、「れる・られる」のような接辞が付加されることはな

く、「できる」由来の rekiru を用いて分析的に表現される。例えば、 taberu-rekiru で ‘
食べられる ’を表すのである。次に、受身表現においては、能動文の目的語が受身文の

主語になることはまずない。それと関連して、動詞述語に接辞が付加され、受身形に

されることもない。もっぱら動作主を主語に立てて表現する。そして、使役表現で

は、 tabe-rasyeru ‘食べさせる ’、 kaka-rasyeru ‘書かせる ’のように、語幹に接尾辞 -rasye
ru をつけて使役動詞が作られる。特に若い世代では、 kaku-rasyeru、 tobu-rasyeru のよ

うに、動詞終止形に -rasyeru を直接付加して使役を表すことが観察される。  
これまでのクレオール研究は主に欧米諸語を基盤としたものばかりで、日本語を基

盤としたクレオール研究が注目されたことは、今までほとんどなかった。こうした意

味からも、本研究は、クレオール研究の分野に貴重な事例を提供するものと確信して

いる。  
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